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三
月
定
例
村
議
会

会
期
　
３
月
10
日
〜
３
月
19
日

議

動

会 の

き

三
月
定
例
村
議
会
が
三
月
十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
十
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
平
田
大
六
村
長
が
平
成
二
十
一
年
度
の
施
政

方
針
を
説
明
。
（
２
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
そ
の
後
、
四
議
員
が
一
般

質
問
に
立
ち
、
村
長
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
の
当
初
予
算
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

二
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
審
議
。
ま
た
、
条
例
な
ど
の
案
件
は
各
常

任
委
員
会
に
付
託
の
う
え
審
査
さ
れ
、
当
初
予
算
と
合
わ
せ
て
各
委
員

長
の
報
告
を
受
け
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
８
〜
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
で
、

子
育
て
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
も

の
で
す
。
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ

い
て
、
四
月
か
ら
入
院
・
通
院
と

も
小
学
校
卒
業
ま
で
助
成
を
行
う

も
の
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

＊
―
普
通
徴
収
の
方
の
保
険
料
納

期
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度

も
平
成
二
十
年
度
と
同
様
に
、
七

月
か
ら
納
付
し
て
も
ら
う
よ
う
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
介
護
保
険
事
業
の
三
年
に
一

回
の
計
画
見
直
し
で
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま

で
の
「
第
四
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
（
改
正
の
概
要
は
１２
〜
１３
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）

■
道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

＊
―
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

■
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

＊
―
課
制
条
例
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
教
育
構
想
審
議
会
条
例
の
廃
止

＊
―
学
校
統
合
に
向
け
て
設
置
し

た
関
川
村
教
育
構
想
審
議
会
は
、

審
議
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

■
基
金
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
る
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
た

め
、
市
町
村
で
基
金
を
設
け
る
の

を
条
件
に
、
国
が
臨
時
交
付
金
を

交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
受

け
て
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

条
例
の
改
正
・
廃
止
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■
森
林
管
理
道
蛇
喰
・
中
束
線
開

設
工
事
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

▽
契
約
金
額

一
億
九
百
二
十
万
円

▽
契
約
相
手
方

株
式
会
社
　
渡
辺
組

▽
工
　
期

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か

ら
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
ま

で
（
二
百
六
十
日
間
）

■
一
般
会
計
（
第
六
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
六

十
万
円
を
減
額
し
総
額
五
十
四
億

三
千
七
十
万
円
と
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
四
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
百

十
五
万
円
を
減
額
し
総
額
八
億
千

九
百
二
十
万
円
と
す
る
。

■
国
民
健
康
保
険
関
川
診
療
所
特

別
会
計
（
第
三
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円

を
減
額
し
総
額
一
億
千
八
百
九
十

万
円
と
す
る
。

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
第
三
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
百

七
十
万
円
を
追
加
し
総
額
七
億
三

千
五
百
九
十
万
円
と
す
る
。

■
簡
易
水
道
特
別
会
計
（
第
一
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
五

十
万
円
を
減
額
し
総
額
四
千
四
百

八
十
万
円
と
す
る
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
一
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
三
百

三
十
万
円
を
減
額
し
総
額
六
億
四

千
八
十
万
円
と
す
る
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
一
号
）

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
万

円
を
減
額
し
総
額
一
億
百
五
十
万

円
と
す
る
。

■
水
道
事
業
会
計
（
第
一
号
）

＊
―
資
本
的
収
入
を
千
七
十
五
万

円
減
額
。
資
本
的
支
出
を
千
百
五

十
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

■
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
当

初
予
算

＊
―
８
〜
１１
ペ
ー
ジ
の
新
年
度
予

算
の
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投 稿

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

地
球
温
暖
化

�
」

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
）

気
象
の
変
化

三
月
号
で
、
都
会
も
田
舎
も
二

酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
は
、
計
算
で
は

お
お
む
ね
同
じ
位
だ
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
き

な
課
題
だ
け
に
理
解
し
に
く
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
小
さ
な
数
字
で

あ
る
関
川
村
の
概
要
か
ら
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
人
口
で
す
が
、
今
か
ら
十

年
前
は
七
千
七
百
二
十
八
人
、
現

在
は
六
千
八
百
八
十
七
人
と
約
百

人
の
減
少
に
あ
り
ま
す
。
世
帯
数

で
は
、
十
年
前
は
二
千
五
十
七
世

帯
、
現
在
は
二
千
七
十
三
世
帯
と

約
十
世
帯
の
増
（
平
成
二
十
一
年

一
月
末
）
で
す
。
村
内
の
乗
用

車
・
軽
自
動
車
他
す
べ
て
の
保
有

台
数
は
、
五
千
六
百
八
十
八
台

（
平
成
十
二
年
度
末
・
新
潟
陸
運

局
概
況
資
料
）
と
な
っ
て
い
て
、

十
年
後
は
お
そ
ら
く
増
え
て
い
る

は
ず
…
。
安
価
な
資
源
と
し
て
活

用
す
る
化
石
燃
料
を
燃
や
し
、
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
排
出
し

続
け
て
い
る
現
況
で
す
。

新
潟
県
は
、
一
人
当
た
り
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
率
の
都
道

府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
で
第
四
十
二
位
。

神
奈
川
県
と
岐
阜
県
は
八
位
、
東

京
都
は
十
六
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
〇
〇
八
年
三
月
地
方
自
治
体

の
温
暖
化
対
策
目
標
と
政
策
に
関

す
る
調
査
）
都
会
は
交
通
の
便
が

良
い
、
電
気
は
他
県
よ
り
通
電
等

と
思
わ
れ
る
。
合
点
で
き
た
で
し

ょ
う
か
？

一
九
九
〇
年
頃
か
ら
気
温
の
変

化
が
極
め
て
顕
著
で
あ
り
、
最
近

三
十
年
間
で
新
潟
県
の
平
均
気
温

は
約
二
℃
上
昇
。
（
新
潟
地
方
気

象
台
資
料
）
冬
季
気
温
が
二
℃
上

昇
し
た
場
合
、
降
雨
発
生
割
合
月

別
平
均
気
温
で
み
る
と
、
関
川
村

は
半
分
の
雪
に
な
る
。
最
近
二
十

年
間
は
、
積
雪
深
が
大
幅
に
低
下

し
て
い
て
、
平
均
値
で
一
〇
一
�
、

一
九
二
三
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま

で
の
平
均
値
は
一
七
四
�
で
し
た
。

ま
た
、
農
業
や
米
へ
の
影
響
も
大

き
く
、
二
〇
六
〇
年
代
に
な
る
と

新
潟
県
で
は
収
量
が
大
幅
に
減
少

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
県
で
あ
る
新
潟
県
、
関
川

村
は
、
現
代
農
業
で
非
常
に
効
率

が
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
背

景
に
は
農
業
へ
の
膨
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
革
命
が
な
さ
れ
た
。
化
石
燃

料
を
燃
や
し
、
二
酸
化
炭
素
を
排

出
し
続
け
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
問

題
が
深
刻
化
す
る
。
子
孫
の
時
代

に
心
配
が
な
い
よ
う
、
早
急
に
手

を
打
つ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
地
球
を
考
え
る
会
（
元
文
部

大
臣
・
有
馬
明
人
氏
）
が
言
う
、

「
明
日
で
は
エ
コ
は
間
に
合
わ
な

い
」
―
―
。
も
う
一
度
皆
さ
ん
考

え
ま
し
ょ
う
。

契
　
　
　
　
約

平
成
20
年
度
補
正
予
算

平
成
21
年
度
当
初
予
算




